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尿管結石による腎孟外尿盗 出の2例
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RENAL PELVIC EXTRAVASATION OF URINE 

 ASSOCIATED WITH URETERAL  STONES  : 

       REPORT OF TWO CASES
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   We report a case of spontaneous rupture of the renal pelvis and a case of spontaneous peripelvic 
extravasation, which were associated with ureteral stones. Case  I was in a 73-year-old man with 
complaint of left flank pain. Excretory urograms showed left spontaneous rupture of the renal 

pelvis associated with left ureteral stone. Double-J ureteral  stent was placed immediately and 
transurethral ureterolithotripsy (TUL) was performed after disappearance of extravasation. 

   Case 2 was in a 34-year-old woman with complaint of left flank pain. Excretory urograms 
showed left ureteral stone and spontaneous peripelvic extravasation. The stone passed spontaneous-
ly and the extravasation disappeared with conservative therapy. 

                                                   (Acta Urol. Jpn. 38: 579-581, 1992) 
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緒 言

明らかな外傷や腎疾患を認めず,経 静脈性腎孟造影

において尿が腎孟外へ盗出する自然腎孟外溢出および

腎孟自然破裂は,比 較的稀な疾患 とされている,今 回

われわれは,尿 管結石による腎孟 自然破裂の1例 と自

然腎孟外濫出の1例 を経験 したので報告する,

症 例

症例1

患者=73歳,男 性

主訴=左 側腹部痛

家族歴:特 記すべぎことなし

既往歴:38歳,肺 結核.72歳,慢 性肝炎・

現病歴:1990年5月26El突 然左側腹部に癌痛発作を

認めた.疵 痛発作は2日 ほどで消失したが,排 泄性腎

孟造 影 にて 造 影 剤 の 溢 出が 認 め られ,5月30日 に 当科

紹 介 され 入 院 とな った.

現症:身 長163cm,体 重59kg,体 温36.6℃,左

側腹 部に 圧 痛,叩 打痛 を 認 め た.

入 院時 検 査 所 見:cRP6.14mg/dl,GoT761u/1,

GPT921u/1,LDH5201u/1,お よび 顕 微鏡 的 血 尿

(80～100/hpf)を 認 めた 以 外 は,と くに 異 常 は認 め ら

れ なか った.

X線 学 的 検 査lKUBに て,仙 骨 下 部 左外 縁 部 に 結

石 陰影 を 認 め,DIPで は,左 腎 杯 に軽 度 鈍 円化 を 認

め るが,尿 管 の描 出は な く,造 影 剤 の 左 腎 内側 下方 へ

の濫 出を 認 め た(Fig.1),

入 院 後経 過:左 尿 管 結石 に よ る腎 孟 自然破 裂 と診 断

し,即 日経 尿 道的 にdouble-Jス テ ン トカ テ ー テル

を 膀 胱 よ り左 腎 孟 ま で 挿 入 し留 置 した.6月8日 の

DIPで は 左腎 盃 外 へ の 造 影 剤 の 盗 出 は 消 失 したた め,
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6月13日 経尿道的尿管切石術(TUL)を 施行した.

結 石成分は リン酸カルシウムであった,術 後経過は順

調で,5ヵ 月後のIVPに て,結 石の再発はなく腎孟

尿管の通過障害も認められなかった.

症例2

患者:34歳,女 性

主訴:左 側腹部痛

家族歴 ・既往歴:特 記すべきものなし

現病歴:1991年5月11日 突然左側腹部痛を認めた.

同日には疹痛はおさまったが,排 泄性腎孟造影にて造

影剤の腎孟外への盗出が認められたため,5月13日 当

科紹介された.

現症:身 長154cm,体 重55kg,体 温37.2℃,左

側腹部に圧痛を認めた.

入院時検査所見:CRPの 軽度上昇(1.25mg/dl)

以外 とくに異常は認められなかった.

X線 学的検査15月ll日 のKUBに て,左 尿管下

端に結石陰影を認め,DIPで は,左 水腎,水 尿管を

認め,造 影剤の左腎杯周囲への温出を 認めた(Fig・

2).
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Fig.2.KUB(left)andDIP(right)ofcase2・

KUBshowsleftureteralstone.DIP

showsleftperipeIvicextravasation.

入院後経過=左 尿管結石による自然腎孟外盗出と診

断したが,来 院時痙痛もな く,全 身状態も良好であっ

たため経過観察とした.5月14日 のKUB,DIPで

は結石陰影は認められず,左 腎孟外への造影剤の温出

は消失 していた.結 石は自然排石したものと思われた

が,捕 獲できなかった.

考 察

Schwartzら は1),① 尿管の器械的操作,② 手術,

③外傷を受けておらず,④ 破壊的腎病巣がな く,⑤ 体

外からの圧迫 もなく,⑥ 結石による腎孟尿管の圧迫壊

死のない状態で,尿 が尿路外に流出する状態を腎孟自

然破裂または自然腎孟外濫出とよんでいる.原 因とし

ては,急 激な尿路通過障害による腎孟内圧の上昇が考

えられ,疾 患としては,尿 管結石が多 く,つ いで胃癌

の尿管転移,尿 管狭窄,尿 管腫瘍などが報告されてい

る2).

腎孟 自然破裂の場合,腎 摘除術などが必要 となるこ

ともあ り1・3),腎孟 自然破裂 と自然 腎孟外溢出との

鑑 別は重要であるとされるの 肉眼的に破裂部位の明

らかなものを破裂とする見 解もあ るが3),Schwartz

らDは,① 温出では腎杯周囲に造影剤が見られる.②

破裂では尿管が描出されないが,盗 出では典型的なパ

イプ型を示す.③ 発症24～48時 間 後の再検にて,温 出

では漏出は消失するが,破 裂では変化がない.④ 破裂

は盗出に比 し重症で,発 熱や 白血球増多が 認め られ

る.な どを揚げてお り,こ れらのX線 学的および臨床

所見より鑑別することが,一 般的と考えられる.症 例

1で は,発 熱や白血球増多はみられなかったが,CRP

6」4mg/dlを 示 し,DIPに おいて腎杯周囲には造影

剤の溢出はなく,腎 孟腎杯の拡張もほとんど認められ

ず,尿 管の描出もない点より腎孟自然破裂 と診断 し

た.症 例2で は,腎 杯周囲の造影剤の温出,腎 孟腎杯

の拡張および尿管の描出を認めたことより,自 然腎孟

外溢出と診断した.

治療に関 しては,最 近の腎孟自然破裂の症例におけ

る腎摘除術の比率はきわめて減少しており5),経 皮的

腎痩術や6・7),尿 管 カテーテルの留 置などにて腎の保

存が十分に期待できるものと考えられた.症 例1に お

いても,尿 管カテーテルの留置にて溢出は消失し腎保

存を確実にした後,TULを 施行し良好な結果がえら

れた.一 時的にTULを す ることに関 しては,灌 流液

が多量に腎孟破裂部より漏出する点,結 石が摘出でき

なかった際,ガ イ ドワイヤーが挿入不能とな り尿管カ

テーテルの留置ができなくなる危険性などを考慮して

,二 期的にTULを 施行 した.一 方,自 然腎孟外濫
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出においては,抗 コリン剤投与などの保存的治療のみ

で溢出は消失し治癒が期待で きると思 われる2・4)今

回の症例2に おいても,全 身状態は良好であ り,疹 痛

もよくコントロールされ,採 血結果もほぼ正常範囲内

であったため,保 存的治療のみで経過観察 し,治 癒に

至った.し かしながら,自 然腎孟濫出でも経皮的腎痩

造設や開腹術を施行し良好な結果を えた報告もあり8)

必ずしも経過観察のみの保存的療法に固執するべきで

はないと思われる.最 近のendourologyの 進歩に伴

い,安 全かつ非観血的に腎孟内圧の減少 が可能とな

り,腎 保存も十分期待できる.腎 孟自然破裂あるいは

自然腎孟外濫出いずれにおいても,そ れぞれの症例ご

との状態を総合的に判断し,原 疾患を正確に診断 し,

必要に応 じてendourologyを 中心とした治療を行 う

ことも重要であると考えられた,

結 語

Double-Jstentcathcter挿 入後TuLに て対処

可能であった腎孟自然破裂および経過観察にて治癒 し

えた自然腎孟外温出の各1例 を経験 した.い ずれの症

例も尿管結石によるものと考えられた.若 干の文献的
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考 察 を加 え 報告 した.

本論 文の要旨は,第352回 日本泌尿器科学会北陸地方 会に

て発表 した.
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